








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































5 　201４. 9 ），参照。
４ ）Patrick Griffin，Barry McGaw，Esther Care 原
編著・三宅なほみ監訳・増川弘如，望月俊男編訳
『21世紀型スキル－学びと評価の新たなかたち』
2012，北大路書房，201４，p.ⅶ。
5 ）仏教の教えを真実と見なし，文芸を道理に合わ
ない言葉と飾り立てた言葉として否定する考え
方。下記の白楽天「香山寺白氏洛中集記」を出処
とし，日本でも『和漢朗詠集』下・仏事に「願以
今生世俗文字之業狂言綺語之誤（咎・過），翻為
当来世世讃仏乗之因転法輪之縁」と採られるな
ど，平安中期以降，文学観の主要をなした。
　白氏洛中集者，楽天在洛所著書也。大和三年春，
楽天始以太子賓客分司東都，及茲十有二年矣。其
間，賦格律詩凡八百首，為十巻。今納于龍門香山
寺経蔵堂。
　夫以狂簡斐然之文，而帰依支提法宝蔵者，於意云
何。我有本願。願以今生世俗文字之業・狂言綺語
之過，転為将来世世讃仏乗之因・転法輪之縁也。
十方諸仏三世諸仏，応知，噫，経堂未滅，記石未
泯之間，乗此願力，安知我他生不復游是寺復覩斯
文，得宿命通省今日事，如智大師記霊山於前会，
羊叔子識金鐶於後身者歟。於戯，垂老之年，絶筆
於此。有知我者，亦無隠焉。大唐開成五年十一月
二日，中大夫守太子少傅，馮翌県開国侯上柱国賜
紫金魚袋白居易楽天記。（『白氏長慶集』巻七一）
　
６ ）『梁塵秘抄』巻二「提婆品十首」（110〜119）に
も，以下のように詠われている。
　娑竭羅王の女だに，生まれて八歳といひし時，一
乗妙法聞き初めて，仏の道には近づきし（11３）
　女人五つの障り有り，無垢の浄土は疎けれど，蓮
花し濁りに開くれば，竜女も仏に成りにけり（11６）
　凡（おほよ）す女人一度も，この品誦する声聞け
ば，蓮に上る中夜まで，女人永く離れなむ（11７）
　常の心の蓮には，三身仏性おはします，垢つき穢
き身なれども，仏に成るとぞ説いたまふ（119）
※ 引用文献（引用に際しては表記等，改めたところ
がある）
・ 『更級日記』…新日本古典文学大系『土佐日記・
